
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 
 

本市の水道事業は、昭和３２年度の第一簡易水道事業の

創設以来、人口の増加、産業の発展等に伴い伸び続ける水需

要に対応するため、４次にわたる拡張事業を経て、現在では、

ほぼ全ての市民の皆様に水道をご利用いただけるまでに普

及しております。 
 

平成２９年度には、既存の計画を見直し、水道事業の理想

像や実現方策等を示した「八潮市水道事業ビジョン」を策定 

し、平成３０年度には中長期的な経営の基本計画である「八潮市水道事業経営戦略」

を新たに策定いたしました。 

両計画の策定後、新型コロナウイルスの感染拡大、物価高騰、災害の激甚化等によ

り水道事業を取り巻く環境は大きく変化しております。 

また、水道施設の更新需要の増加等により、本市の水道事業の経営は、ますます厳

しい状況となることから、計画期間の終了前に計画の見直しを行い、「八潮市水道事

業ビジョン・経営戦略」を策定することとしました。 

今後は、水道施設の計画的な更新、水質の保全、災害対策等を推進し、持続可能な

水道事業の運営を図りながら、安全・安心な水道サービスの提供に努めてまいります。 

結びとなりますが、本計画の策定に当たり、ご指導、ご提言をいただきました八潮

市水道運営委員会の皆様をはじめ、ご意見をお寄せくださいました市民の皆様に対し、

心から厚く御礼申し上げます。 

 

令和７年３月 
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第1章 策定の趣旨 

1-1 策定の背景 
本市では、平成１６年度に国が示した「水道ビジョン」の方針を受け、平成２１年度

に今後１０年間の「安全」、「強靭」、「持続」の観点から水道事業の基本的な考え方を示

した「八潮市水道ビジョン」を策定しました。 

その後、水道事業を取り巻く環境は大きく変化し、災害への対策、老朽化した施設の

更新、人口減少による使用水量の減少等への対応が求められるようになりました。この

ような状況の中、国は平成２４年度に「新水道ビジョン」を策定し、新たな将来目標を

示しました。これを受け、本市では水道事業の現状や課題について検討を行い、平成 

２９年度に「安心を未来につなげる八潮の水道」を基本理念とする、「八潮市水道事業

ビジョン」（以下「前ビジョン」という。）を策定しました。 

今回は、前ビジョンの策定から６年が経過したこと、コロナ禍を経て市民の生活様式、

水需要の動向に大きな変化が生じたことから、計画の見直しを行い、「八潮市水道事業

ビジョン」を策定することとしたものです。 

また、国は水道事業をはじめとする各公営企業に対し、中長期的な経営の基本計画と

なる「経営戦略」の策定を求めています。そこで、本市では、平成３０年度に「八潮市

水道事業経営戦略」を策定しました。 

その後、国から令和７年度までの計画の見直しを求められたことから、今後の投資・

財政計画等の見直しを行い、「八潮市水道事業経営戦略」を策定することとしました。 

本市の水道事業を安定的、継続的に運営していくためには、この両計画を連動させて

いくことが重要であることから、計画策定に当たり、「八潮市水道事業ビジョン」と「八

潮市水道事業経営戦略」を統合させることとしました。 
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図 1-1 八潮市水道事業ビジョン・経営戦略の構成 
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1-2 八潮市水道事業ビジョン・経営戦略の位置付け 
本市では、国が「新水道ビジョン」で示す、「安全」、「強靭」、「持続」の３つの観点

に基づく戦略的アプローチとして、これまでに「水安全計画」、「基幹管路の耐震化計

画」、「アセットマネジメント」を策定し、これらの計画に沿って事業を進めてきました。

これらの取組については、社会環境の変化に対応した見直しを行ったうえで、上位計画

である「新水道ビジョン」、「埼玉県水道整備基本構想（埼玉県水道ビジョン）」、「第 5

次八潮市総合計画」とも整合性を図りながら、継続して事業を進めていきます。 
 

この八潮市水道事業ビジョン・経営戦略（以下「本ビジョン」という。）は、「安全」、

「強靭」、「持続」の観点からの課題抽出、推進方策を具体的に示した「水道事業ビジ

ョン」と安定的に事業を継続するための経営の基本計画となる「経営戦略」を統合し

た、中長期的な計画となっています。  
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図 1-2 本ビジョンの位置付け 
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a ）水道事業ビジョンについて 
国の「新水道ビジョン」に示された水道の理想像の実現に向け、「安全」、「強靭」、

「持続」のそれぞれの観点から目標を設定し、課題解決の基本的な取組を示すもの

です。 
 

課題解決に当たっては、「水安全計画」の策定、「耐震化計画」の策定、「アセットマ

ネジメント」の実施が戦略的アプローチとして位置付けられています。 

 
 

水安全計画 
 

水源から蛇口等の給水栓までのあらゆる過程における水質に関するリスクを抽

出・特定し、それらを継続的に監視・制御することにより、安全な水の供給を確実

にするシステムづくりを目指すものです。 

 
 

 

耐震化計画 
 

地震による水道施設の被害、給水への影響を軽減することを目的として、水道

事業者が策定するもので、水道施設の耐震化、バックアップ機能の強化等の耐震

化対策と震災時に応急復旧、応急給水を計画的に行うための応急対策に大別され

ます。 

 
 

 

アセットマネジメント 
 

将来にわたって水道事業の経営を安定的に継続していくために、中長期的な視点に

立ち、計画的に水道施設を管理・運営していくことをいいます。 

 

 

b ）水道事業経営戦略について 
将来にわたって安定的に事業を継続するための中長期的な経営の基本計画となる

ものです。 

その中心となる「投資・財政計画」は、施設・設備に関する投資の見通しを試算し

た計画（投資試算）と財源の見通しを試算した計画（財源試算）から構成されます。 
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1-2-1  上位計画について 

a ）新水道ビジョン 
国は、水道を取り巻く環境の大きな変化に対応するため、将来を見据えた水道の理

想像を具体的に明示するとともに、取組の目指すべき方向性やその実現方策、関係者

の役割分担を提示した「新水道ビジョン」を平成２４年度に策定しています。 
 

この計画の中で、水道水の安全の確保を「安全」、確実な給水の確保を「強靭」、供給

体制の持続性の確保を「持続」として、これら３つの観点から水道の理想像を具体的に

示し、これを関係者間で共有することとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 新水道ビジョン 水道の理想像 
（国土交通省「新水道ビジョン」を基に作成） 

 

b ）埼玉県水道整備基本構想（埼玉県水道ビジョン） 
埼玉県は、県全域にわたる水道の計画的

な整備、水道に関する諸問題を解決してい

くための基本的な指針となる「埼玉県水道

整備基本構想」を令和４年度に改定しま

した。 

本構想では、広域化を計画的・効率的に

推進していくため、県内１２ブロック単位

で、広域化に係る検討を行うこととしてい

ます。 

本市は、第２ブロックの構成員として、

広域化に向けた取組について検討していく

必要があります。 

 
 
 

図 1-4 県内 12 ブロック分割図 
（埼玉県企業局：埼玉県水道整備基本構想
（埼玉県水道事業ビジョン）を基に作成） 
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c ）第５次八潮市総合計画 
本市は、まちづくりの基本理念を「共生・協働」、「安全・安心」、市の目指すべき将

来都市像を「住みやすさナンバー１のまち 八潮」とした「第５次八潮市総合計画」

を策定しました。 

この計画は、計画期間を平成２８年度から令和７年度までの１０年間とし、市民一

人ひとりが考える住みやすさを実現できるよう、具体的に６分野にわたる施策を取り

まとめており、水道事業は第５分野「都市基盤・環境」に位置付けられています。 

なお、社会経済状況の変化等に対応するため、令和２年度に行った各事業の点検結

果を踏まえ、令和３年度に基本計画の見直しを行い、SDGs、カーボンニュートラル

や脱炭素社会に関する項目等を追記しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

図 1-5 第 5 次八潮市総合計画の体系図 
（八潮市「第 5 次八潮市総合計画」を基に作成）  
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1-3 SDGs の取組 
SDGs（持続可能な開発目標）とは、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい

社会の実現を目指す世界共通の目標です。この目標は、平成２７年の国連サミットに

おいて全ての加盟国が合意した「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」で掲

げられました。 

令和１２年（2030 年）を達成年限とし、１７のゴールと１６９のターゲットか

ら構成されています。 
 

本市においても、SDGs の達成に向け、本ビジョンに定めた実現方策の推進に努め

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4 計画期間 
本ビジョンの計画期間は、令和７年度から令和１６年度までの１０年間とします。 

なお、計画と取組結果に大きな乖離が生じた場合は、効果的な取組について検討し、

計画の見直しを行います。 
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第2章 事業概要 

2-1 八潮市の概要 
本市は埼玉県の東南部、都心から北東約１５km に位置し、東は三郷市、南は東京都

足立区・葛飾区、西と北は草加市に接し、市内には中川・綾瀬川・垳川・大場川・伝右

川といった一級河川が流れる中川低地の南端に位置しています。 
 

市域は東西方向に約５.２km、南北方向に約７.４km、面積は１８.０２km2 であり、

平坦な地形となっています。 
 

本市は都心から２０km 圏内という位置から、高度成長期には産業・工業の進出、

急激な人口の増加により大きな発展を遂げました。 
 

平成１７年８月には、つくばエクスプレスが開通し、都心へのアクセスが向上したこ

とで利便性が高まり、令和５年には人口が９３,０００人を超えています。現在は八潮

駅周辺を中心に人口が順調に増加している一方、人口が減少し始めている地区も出て

きています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

第２章 事業概要 

八潮市役所新庁舎 

やしお駅前公園 図 2-1 八潮市の位置図 
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2-2 水道事業の概要 
2-2-1 水道事業の沿革 

本市水道事業は、昭和３２年度に第一簡易水道事業として創設されました。昭和

３４年度には、第二簡易水道事業が創設され、当時の八潮村全域に給水が可能とな

りました。その後、水道はめざましい普及を遂げ、昭和３５年度に３５.８％であっ

た水道普及率は、昭和３８年度には９０.６％となりました。 
 

昭和４０年度には、水道事業の合理化と能率的運営を確保するため、第一簡易水道

事業と第二簡易水道事業を統合、上水道事業が始まり、増え続ける給水量に対応する

ため、第１次拡張事業が着工されました。 
 

その後も人口や水需要の増加に伴い拡張事業を推進し、平成２年度には計画給水

人口９５,０００人、計画一日最大給水量を４９,３００m3 とする第４次拡張事業に

着手しました。 
 

その後、節水意識の高まり、節水機器の普及等により、一日最大配水量は減少傾向

となり、平成１１年度に約３６,５００ｍ3 あった配水量は、令和５年度には         

３０,１２０ｍ3 となっています。 
 

以降、本市では、各種計画を策定し、実施事業を拡張事業から老朽化施設の更新

及び耐震化事業へと移行させ、現在に至っています。 
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表 2-1 水道事業の沿革  
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表 2-2 主要な各種計画  
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2-2-2 水道事業の現況 

a ）給水人口・有収水量等  
給水人口は、令和２年度まで増加した後、ほぼ横ばいで推移しており、令和５年度

では９３,０８６人となっています。令和５年度の一日平均有収水量は２６,５５５ｍ3、

一日平均給水量は２８,５07ｍ3、一日最大給水量は３０,１２０ｍ3 であり、多少の増

減はあるものの、ほぼ横ばいで推移しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2-2 給水人口・有収水量等の推移 

b ）自己水量・受水量 
令和 5 年度の一日平均自己水量は４,９９１ｍ3、一日平均県水受水量は２３,５１６

ｍ3、受水比率は８２.５％となっています。過去１０年間の受水比率は概ね８０%前

後で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-3 自己水量・受水量の推移  
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c ）水道施設 
本市では、県水と自己水を水源とし、中央浄水場と南部配水場の２か所から、市内

全域に水道水を配水しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2-4 水道施設の位置 
 

本市では、市内全域に水道水を送り届けるため、着水井等の浄水施設、配水池等の

配水施設が整備されています。これらの施設については、定期的に修繕、部分更新を

行うことで施設の健全性は確保されています。 
 

しかし、一部の施設では、法定耐用年数を経過するなど、老朽化が進んできています。 
 

管路については、基幹管路の耐震化を進めています。 

また、基幹管路以外の管路についても、優先度に応じて老朽管の耐震化を進めてい

ます。  
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表 2-3 中央浄水場の主な施設の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2-5 中央浄水場の施設フロー 

 
 
 




